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八千代の家　川添純一郎建築設計事務所

　敷地は、兵庫県の播磨地方、山間の小さな集落の中にあります。
　ご夫婦、お子様の 5 人のお住まいです。
　平屋である事、プライバシーを確保する事、家の中心に自由に
使える図書室の様な場所を設ける事を希望されていました。
　建築の構成は、まず用途ごとに分けた、4つの囲まれた空間（ボッ
クス）を設定しています。
　ボックスにラップするように屋根を掛け、更に室内外を分割して
います。
　ボックスの内側にはそれぞれ、室内空間と庭の外部空間があり、
室内外が一体となった空間です。
　ボックスの中からは、屋根と壁に切り取られた空や山々の風景
が見えます。隣家や道からボックス内を伺う事は出来ず、また、ボッ
クス内にはプライバシーが守られた落ち着いた空間があります。
　外部と異なる時間の流れがあるかのような空間です。
　家の中心付近に、4 つのボックスの隙間にできたフリーな空間
があります。
　その空間を家族で使う図書スペースとしています。各ボックスか
ら自由に出入りする事が出来、ボックスの閉じられた空間と対比を
なしています。
　閉じる部分、開く部分を用途に合せて配置し、それぞれに特徴
の有る空間が出来上ります。
　変化を感じ、日々の生活を楽しむ事が出来る家をデザインしました。

撮影：Stirling Elmendorf　第7回建築人賞受賞作品

■プロフィール
川添純一郎
1967年 長崎県生まれ
1991年 九州大学工学部建築学科卒業
2000年 川添純一郎建築設計事務所設

立、現在に至る

■建物データ
設　　計：川添純一郎建築設計事務所
施　　工：ビームス コンストラクション
所 在 地：兵庫県多可郡多可町八千代区仕出原
用　　途：専用住宅
構造規模：木造　平屋
敷地面積：449.97㎡
建築面積：109.30㎡
延床面積：108.59㎡
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

今
回
紹
介
し
た
い
の
は
、
前
川
國
男
の
手
が
け

た
最
初
の
美
術
館
で
あ
り
、
そ
の
設
計
思
想
の
転
換

点
を
象
徴
す
る
岡
山
美
術
館
で
あ
る
。
岡
山
駅
か

ら
歩
い
て
二
〇
分
ほ
ど
で
岡
山
城
の
内
堀
に
面
す

る
旧
二
の
丸
屋
敷
対
面
所
跡
に
た
ど
り
着
く
。
北
東

方
向
に
は
、
一
五
九
七
年
に
完
成
し
、
一
九
四
五

年
の
空
襲
で
焼
失
し
た
が
、
一
九
六
六
年
に
再
建

さ
れ
た
天
守
閣
が
遠
望
さ
れ
る
。
こ
の
由
緒
あ
る

建
物
は
、
明
治
維
新
後
は
旧
藩
主
池
田
家
の
事
務

所
に
な
っ
て
い
た
が
、
同
じ
く
太
平
洋
戦
争
末
期

の
一
九
四
五
年
六
月
二
九
日
の
焼
夷
弾
に
よ
る
空

襲
で
長
屋
門
と
土
蔵
を
残
し
て
焼
失
し
、
荒
廃
し

て
い
た
と
い
う
。
こ
の
跡
地
を
引
き
受
け
て
、
自

ら
収
集
し
た
多
彩
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展
示
す
る

美
術
館
を
建
設
し
よ
う
と
志
し
た
の
が
、
地
元
出

身
の
実
業
家
の
林
原
一
郎
だ
っ
た
。
し
か
し
林
原

は
志
半
ば
で
急
逝
し
、
そ
の
遺
志
を
受
け
継
い
だ

遺
族
ら
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
の
が
こ
の
美
術
館

で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
岡
山
県
庁
舎
や
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
の
実
績
か
ら
前
川
に
設
計
が
依
頼
さ
れ

た
の
だ
ろ
う
。
興
味
深
い
の
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の

前
作
と
比
べ
る
と
き
、
こ
の
美
術
館
が
こ
れ
以
降

の
前
川
建
築
の
方
向
性
を
予
感
さ
せ
る
こ
と
だ
。

　

長
屋
門
を
く
ぐ
り
、
花
崗
岩
を
荒
々
し
く
積
ん

だ
石
垣
に
誘
わ
れ
て
階
段
を
上
る
と
、
中
庭
に
面

し
た
玄
関
と
、
左
手
に
は
床
の
高
さ
が
七
五
〇
㎜

と
一
段
下
が
っ
た
ロ
ビ
ー
が
見
え
て
く
る
。ロ
ビ
ー

の
大
き
く
開
い
た
窓
の
外
に
は
芝
生
の
ま
ぶ
し
い

緑
が
広
が
る
。
展
示
室
は
中
庭
を
中
心
に
右
回
り

に
Ｌ
型
に
配
置
さ
れ
、
途
中
に
設
け
ら
れ
た
小
壁

に
よ
っ
て
蛇
行
し
な
が
ら
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
展
開
さ

れ
て
い
く
。
構
造
的
に
は
、
玄
関
と
ロ
ビ
ー
周
り

を
柱
だ
け
に
支
え
ら
れ
た
開
放
的
空
間
と
し
、
展

示
室
と
手
前
の
倉
庫
棟
は
壁
構
造
で
囲
ま
れ
た
閉

鎖
的
空
間
と
す
る
明
快
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
構
造
的
な
明
快

さ
は
表
出
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
色
む
ら
の
多
い
焼
き

過
ぎ
レ
ン
ガ
の
積
ま
れ
た
外
壁
や
石
垣
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
放
し
の
大
き
め
の
水
平
庇
が
醸
し
出
す

独
特
な
存
在
感
だ
。
同
時
期
に
設
計
が
進
め
ら
れ

た
世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館
︵
一
九
六
四
年
︶
と

の
違
い
は
著
し
い
。
後
者
は
建
築
の
工
業
化
を
徹

底
さ
せ
て
、
地
上
部
分
を
一
〇
〇
％
プ
レ
キ
ャ
ス

ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
材
で
組
み
立
て
、
金
属
製

型
枠
で
作
ら
れ
た
精
緻
で
ク
ー
ル
な
質
感
が
そ
の

ま
ま
外
壁
に
も
表
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、

こ
の
美
術
館
に
は
、
立
地
場
所
が
そ
う
促
し
た
の

か
、
反
時
代
的
な
も
の
さ
え
感
じ
ら
れ
る
。
前
川

に
ど
ん
な
変
化
が
起
き
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
を
知
る
手
が
か
り
が
、
二
つ
の
建
物
の
構

造
設
計
を
担
当
し
た
木
村
俊
彦
が
一
九
六
五
年
に

記
し
た
次
の
文
章
か
ら
読
み
取
れ
る
。

　
﹁
幸
か
不
幸
か
、
建
築
の
歴
史
は
技
術
性
に
立

脚
し
た
造
型
性
の
追
求
の
う
え
で
築
か
れ
て
き
た

し
、
産
業
革
命
以
後
今
日
の
近
代
建
築
に
い
た
る

過
程
に
お
い
て
、﹁
技
術
性
に
支
え
ら
れ
た
造
形

性
﹂
が
発
展
の
一
途
を
た
ど
っ
て
き
た
の
で
あ

る
。﹂︵
木
村
俊
彦﹁
建
築
の
造
型
性
と
技
術
性
﹂﹃
新

建
築
﹄
一
九
六
五
年
十
月
号
︶

　

木
村
は
、
こ
れ
に
続
く
文
章
で
、﹁
こ
の
よ
う
な

技
術
と
造
型
の
相
補
性
と
い
う
近
代
建
築
の
設
計

理
念
を
も
っ
と
も
正
し
く
的
確
に
打
ち
だ
し
、
そ

し
て
そ
れ
を
今
日
ま
で
日
本
の
社
会
で
実
践
し
て

こ
ら
れ
た
第
一
人
者
﹂
と
し
て
、
前
川
國
男
の
名

前
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
自
ら
も
一
員
と
し

て
加
わ
っ
た
﹁
テ
ク
ニ
カ
ル
・
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
と

総
称
さ
れ
る
近
代
建
築
を
支
え
る
技
術
を
地
道
に

育
成
し
て
着
実
な
近
代
建
築
を
実
現
す
る
道
筋
を

切
り
拓
こ
う
と
す
る
前
川
事
務
所
の
設
計
方
法
論

へ
の
共
感
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、木
村
は
、

一
九
六
〇
年
以
降
に
前
川
に
大
き
な
﹁
転
換
期
が

あ
っ
た
﹂
と
し
て
、
同
じ
文
章
で
、
そ
の
方
法
論

の
転
換
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。

　
﹁
こ
の
こ
ろ
か
ら
前
川
氏
の
建
築
は
新
精
神
の

軌
道
を
前
進
す
る
よ
り
は
迂
回
し
て
、
開
放
的
な

空
間
よ
り
も
閉
じ
ら
れ
た
静
か
な
空
間
を
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
均
等
ラ
ー
メ
ン
と
明
る
い

カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
と
い
う
新
技
術
の
代
り
に
、

閉
じ
た
壁
構
造
と
そ
れ
に
包
ま
れ
た
お
お
ら
か
な

ノ
ー
ブ
ル
な
空
間
と
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。︵
中
略
︶
か
つ
て
の
﹁
新
し
い
技
術
そ
し
て

工
業
化
﹂
と
い
う
路
線
の
う
え
で
の
造
形
性
の
追

求
は
、
消
え
て
は
い
な
い
け
れ
ど
か
な
り
角
度
を

変
え
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。︵
中
略
︶
技
術

性
が
造
型
性
の
直
接
の
鍵
と
な
る
と
は
も
は
や
確

信
は
し
て
お
ら
れ
な
か
っ
た
し
、
同
時
に
否
定
も

し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
外
面
的

な
表
現
上
の
問
題
よ
り
も
、
も
っ
と
別
の
こ
と
を

構
造
技
術
に
註
文
さ
れ
た
。
そ
れ
は
そ
の
よ
う
な

壁
に
囲
ま
れ
た
内
部
空
間
の﹁
広
さ
﹂で
あ
っ
た
。﹂

　

新
し
い
技
術
の
開
発
に
よ
る
建
築
の
工
業
化
が

建
築
を
本
当
に
豊
か
な
も
の
に
で
き
る
の
か
、
と

い
う
根
本
的
な
疑
問
に
前
川
は
直
面
し
、む
し
ろ
、

そ
の
場
に
建
ち
現
れ
る
空
間
の
広
さ
と
建
築
の
存

在
感
を
増
幅
す
る
方
向
性
を
重
視
し
よ
う
と
思
い

始
め
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
木
村
が
こ
う
指
摘

し
た
前
年
に
、前
川
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
た
。

　
﹁
近
代
建
築
は
人
間
の
建
築
と
し
て
の
﹁
初
心
﹂

を
思
い
だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。科
学
と
い
い
、

工
業
と
い
い
、
人
間
の
頭
脳
で
考
え
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
の
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
近
代

建
築
や
近
代
都
市
が
、
何
故
に
非
人
間
的
な
の
で

あ
る
か
。﹂︵
前
川
國
男
﹁
文
明
と
建
築
﹂﹃
建
築

年
鑑
﹄
一
九
六
四
年
美
術
出
版
社
︶

　

前
川
が
歩
ん
だ
道
筋
か
ら
振
り
返
る
と
き
、
こ

こ
に
記
さ
れ
た
﹁
人
間
の
建
築
と
し
て
の
﹁
初
心
﹂﹂

は
、
建
築
に
人
々
の
気
持
に
応
え
る
質
感
を
求
め

る
新
た
な
テ
ー
マ
を
前
川
に
課
し
た
の
だ
と
思
う
。

こ
の
美
術
館
は
そ
の
出
発
点
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

南側の庭園に面したロビー

東側の正面外観

岡山美術館（現・林原美術館）  1963年
包み囲まれつつ開く空間へ

記憶の建築
松隈　洋
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INFORMATION

住宅を設計する仲間達 オープン勉強会
空き家をどうする?〜法･行政の動きと建築士の業務〜
9/28　CPD2単位（予定）

国土交通省は本年5月に、放置しておくと危険
が想定される空き家に対して撤去や修繕など
を命令できる、「空き家対策特別措置法」を施
行しました。「特定空き家」は、来年度以降には
住宅にかかる税金軽減措置の対象外とされま
す。今後、空き家を所有する市民からの空き家
相談を想定して、「空き家対策特別措置法」の
内容を知る勉強会を企画しました。同時に、放
置されている空家を「資産」として再生するの
に欠かせない「インスペクション（住宅診断）」や

「耐震診断・改修」について、本会の「インスペ
クション部会」と「耐震部会」より、活動の紹介
と報告も行います。
日時　9月28日（月）　18：30〜20：30
会場　大阪府建築士会会議室
講師　藤原省吾（大阪府住宅まちづくり部）
　　　昇　　勇（本会インスペクション部会）
　　　森本京治（本会耐震部会）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円
　　　　※住宅仲間達登録者は無料
定員　35名（申込先着順）

近畿建築祭セッション② 地域実践活動発表会
「近畿あーきてくとVol.23」
10/3　CPD4単位（予定）

近畿建築士会協議会青年部会では、平成6年
度より毎年、各地域（近畿2府4県）に根ざした
建築士及び一般市民や団体等が ボランティア 
又は 業務 として係わる様々な社会貢献活動
の発表の場となる『近畿あーきてくと』地域実践
活動発表会を開催しています。今年は高野山
開創1200年にあたりその永きにわたる歴史に
光があたっています。われわれ建築士も、自らをそ
してこれまでの活動をふりかえるいい機会ととら
え新たな一歩をふみ出すべく『継ぎ伝える』とい
うテーマで各府県の地域活動を実践して頂い
ておられます皆様に、活動発表をして頂きます。
日時　10月3日（土）　13：00〜16：00
会場　高野山大学201教室
　　　和歌山県伊都郡高野町高野山385
定員　150名
運営　近畿建築士会協議会青年部会
申込締切（延長）　9月14日（月）
詳しくは今月号同封チラシ「近畿あーきてくと
Vol.23」をご覧ください。

「hu+g MUSEUM（ハグミュージア
ム）」館内見学会
10/9　CPD2単位

食と住まいに関する新たな情報発信拠点を目
指す「hu+g MUSEUM（ハグミュージアム）」内
に展示する近未来技術での燃料電池と太陽
光発電を組み合わせた省エネルギーな「ダブル
発電」を採用したスマートハグハウスや、供給元
である大阪ガスによる耐震性向上をはじめとす
る保安・安全に関する取り組みについて、わかり
やすく解説します。
また、最新の設備がもたらす便利で快適な暮ら

しのシーンとガス火調理の特徴を活かした美味
しいレシピを体感して頂きます。
日時　10月9日（金）　15：00〜17：30
集合　hu+g MUSEUM（ハグミュージアム）
受付　14：30〜
　　　大阪市西区千代崎3丁目南2-59
内容　15：00〜16：30
　　　館内ツアー+スマートhu+gハウスツアー
　　　16：30〜17：30　クッキング体験

（メニューを下記A・Bの2つから選択してください。
※ご希望に添えない場合があります。）

A　ライトメニュー　
・串カツ3 種、おにぎりなど。
B　スイーツメニュー　
・ミニガトーショコラ・パンケーキなど。

定員　50名（申込先着順）
参加費　会員2,000円　会員外3,000円
　　　　（※2日前からのキャンセルには1,500
　　　　 円必要です）
申込締切　10月5日（月）必着

国土交通省「インスペクターガイドライン」準拠
建築士会インスペクター養成講座
10/20　CPD5単位

わが国でも中古住宅の流通の取組みが活発
化しており、中古住宅売買時のインスペクション

（住宅診断）のニーズが高まっています。
国土交通省は平成25年6月に「既存住宅インスペ
クション・ガイドライン」を策定し、指針を示しました。
日本建築士会連合会は、長期優良住宅化リ
フォーム推進事業におけるインスペクター講習
団体として国土交通省に登録予定しており、本
講座修了者は、建築士会インスペクターとして
登録され、建築士会ホームページに掲載します。
日時　10月20日（火）　10：00〜16：30
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
定員　100名（定員になり次第締切）
受講料　会員12,000円　会員外17,000円
　　　　（テキスト代・登録料含む）

被災建築物の応急危険度判定士
養成講習会
10/21・12/16・2/17

地震等により被災した建築物の余震等による
倒壊、部材の落下等から生じる二次災害を防
止するため、被災建築物の応急危険度判定を
行う大阪府被災建築物応急危険度判定士を
養成する講習会です。
建築士であれば本講習の受講により判定士と
して認定し大阪府に登録されます。
日程　①10月21日（水）　②12月16日（水）
　　　③平成28年2月17日（水）
時間　13：20〜17：00
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
定員　各150名（定員になり次第締切）
受講料　無料
テキスト代　1,500円（被災建築物応急危険
　　　　　 度判定マニュアル）
申込受付　一般財団法人大阪建築防災センター
※大阪建築防災センターのホームページ
　http://www.okbc.or.jp/

被災地に臨む応急危険度判定士
のための技術研修会
11/29　CPD2単位（第1部のみ予定）

応急危険度判定士は、市町村が地震発生後
の様々な応急対策の一つとして行うべきもので
すが、ボランティアとして技術協力する民間の
応急危険度判定士のバックアップが不可欠で
す。本研修会では、第1部で兵庫県立大学防
災教育研究センター長の室﨑益輝氏による最
新の防災技術情報の紹介と、大阪府担当者に
よる最新の判定士参集マニュアルの説明を行
います。また、第2部の交流会におきましては、
大規模災害時の円滑な活動に備え、判定士の
交流と絆を深めます。
日程　11月29日（日）
時間　第1部15：00〜17：35
　　　第2部17：40〜18：30
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
内容　第1部研修会
　　　①減災の考え方と応急危険度判定
　　　　講師　室﨑益輝氏（兵庫県立大学
　　　　　　　防災教育研究センター長）
　　　②判定士参集マニュアルの説明
　　　　説明者　大阪府建築防災課担当者
　　　③判定士連絡体制の説明
　　　　説明者　本会担当者
　　　第2部交流会
定員　150名（定員になり次第締切）
※どなたでも受講できます。
参加費　第1部研修会費2,000円（資料代含む）
　　　　第2部交流会費1,500円（ビール・軽食付）

平成27年度建築士定期講習
12/22、1/28、2/24、3/24　CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所属す
るすべての建築士は3年以内ごとに定期講習を
受講しなければなりません。本年度は平成24年
度に本講習を受講された方や、建築士試験に合
格された方が対象となります。未受講者は懲戒処
分の対象となりますので必ず受講してください。
日程
　12/22（火）定員300名 会場コード5C-03
　1/28（木）  定員300名 会場コード5C-53
　2/24（水）  定員300名 会場コード5C-04
　3/24（木）  定員300名 会場コード5C-54
時間　9：30〜17：30
会場　大阪国際会議場
最寄駅　京阪中之島線中之島駅下車
申込締切日（申込書必着）
　12/22（火）講習：11/17（火）
　1/28（木）講習：12/25（金）
　2/24（水）講習：1/20（水）
　3/24（木）講習：2/26（金）
※簡易書留での郵送のみ受付いたします。
※各回定員に達し次第、受付を終了します。
受講料　12,960円（消費税含）
申込書配布・受付場所 
　大阪府建築士会事務局
　大阪府建築士事務所協会事務局

大阪府知事指定講習
平成27年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《限界耐力計算法》
1/19　CPD6単位

既存木造建築物の限界耐力計算法による耐
震診断は、一般診断法が建物の強度を評価す
るのに対して、建物の強度だけでなく、減衰性
能も評価することができる診断法です。したがっ
て、変形能力が高い伝統構法の民家や社寺建
築の耐震性能を多角的に評価でき、一般診断
法では不可能な変形能力や減衰性能を考慮し
た合理的な補強計画やダンパーを用いた最新
技術による制振補強も可能となります。この機
会に限界耐力計算法の技術を修得され、今後
の業務に活用されますようご案内いたします。
日時　平成28年1月19日（火）  10：00〜16：30
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車
定員　150名（定員になり次第締切）
受講料　会員6,000円　会員外8,000円
テキスト代　4,000円（大阪府木造住宅の限界

耐力計算による耐震診断・耐震改
修に関する簡易計算マニュアル）

広域緊急交通路沿道建築物耐震
化促進事業、耐震診断等事業者説
明会（第５回）

大阪府の補助制度を受けて耐震診断を行う場
合、耐震診断受託者、耐震診断実施者は法律
の要件に加えて、本説明会の受講が必要です。
日時　11月5日（木）　10：00〜11：45
会場　大阪府咲洲庁舎咲洲ホール
　　　（咲洲庁舎2階）
　　　大阪市住之江区南港北1-14-16
定員　100名（定員に達し次第締切）
参加費　無料
申込期限　10月30日（金）18：00まで
詳細は大阪府のHPをご覧下さい。
http://www.pref.osaka.lg.jp/kenshi_kikaku/
kikaku_bousai/jigyousha-setumeikai.html
問合　大阪府住宅まちづくり部
　　　建築防災課耐震グループ　
　　　Tel.06-6941-0351（内線4321）

本会の催し参加問合・申込先
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17

高田屋大手前ビル5階
地下鉄「谷町4丁目駅」1-B出口すぐ
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/

Administration
行政からのお知らせ
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INFORMATION については本会ホームページにも掲載されています。
本会ホームページの WEB 申込システムから簡単に申込みができます。【詳細は大阪府建築士会ホームページ】 http://www.aba-osakafu.or.jp/まで

日時　9月23日（水）　13：00〜16：00
場所　兒山家住宅庭、実習は主に垣根
講師　眞柄秀則氏（NPOグリーンカレッジ大阪）
定員　30名（申込先着順）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円
持ち物など　お茶、剪定鋏、動きやすい服装
最寄り駅　南海高野線「北野田」駅　
　　　　　・バス「福田中」下車徒歩
　　　　　・タクシー900円程度

大阪市内4地域
岩崎地区・スマートエネルギーネット
ワークとhu+g MUSEUM見学会&
地域分科会大阪市内4地域合同懇
親会
9/24　CPD2単位（予定）

今回は昨年より地域分科会の仲間入りをしまし
た大阪市内4地域合同による企画、京セラドー
ム周辺（岩崎地区）で行われている熱供給事業

「スマートエネルギーネットワーク」と施設見学
のご案内です。
京セラドーム周辺の岩崎地区では、大阪ドーム
シティ及び周辺エリアの地域熱供給を中心に
「熱」と「電気」をオンサイトでつくり、地域全体
で融通し合う「スマートエネルギーネットワーク」
を構築しています。
発電施設として「岩崎コンピューターセンタービル

（ICCビル）」内の既存ガスコージェネレーション
があり、今年1月にオープンした大阪ガスによる
食と住まいの情報発信拠点「hu+g MUSEUM

（ハグミュージアム）」を含む周辺5施設に電力
を供給。さらに太陽光パネルなどで生まれたエネ
ルギーを施設間で接続し、地域内で相互融通を
行うという、エネルギーの有効活用を促進するシ
ステムについてのお話と施設見学を行います。
日時　9月24日（木）　13：00　受付開始
　　　13：30〜15：30　見学会
　　　16：00〜17：30　懇親会
募集　50名（申込先着順）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円
※懇親会費別途2,000円

平成27年度 文化庁文化芸術振興費補助
登録有形文化財寺西家における
地域活性化事業

「落語」を登録有形文化財で楽しむ
9/26

登録有形文化財 寺西家で毎月、落語会が開
演されています。大正末に建てられた町家で、
三味線や太鼓の囃子がはいる本格的な上方
落語を間近で楽しめます。又、最後に近隣店か
ら提供されたお土産の抽選会もあります。
日時　9月26日（土）　14：00開演
<9月・長月席>
　1、癪の合薬････桂　二乗（米二門下）
　2、稽古屋･･････桂　文太（五代目文枝門下）
　3、まめだ･･････桂　米二（米二門下）
　4、お楽しみ････桂　文太（五代目文枝門下）
場所　大阪市阿倍野区阪南町1-50-25
入場料　当日1,800円　前売･会員1,500円
最寄駅　地下鉄御堂筋線　昭和町駅下車　
　　　　徒歩1分
　　　　（4番出口すぐ右折れ一つ目辻右折れスグ）

大阪木材仲買会館 建築技術講習会
〜設計者と開発者が語る「大阪木材仲買会館」
と木造の新技術〜
9/18　CPD3単位

大阪木材仲買会館は、大断面耐火集成材を採
用し、3階建で耐火木造建築を実現した建物で
す。本建物を担当した設計者・開発者・集成材
メーカー技術者より、本建物の設計と中層大規
模木造・耐火木造の新技術について解説して
いただきます。
日時　9月18日（金）　13：30〜17：00
会場　大阪木材仲買会館3階会議室
最寄駅　地下鉄「西長堀」下車
内容　・全体計画、構造計画、中層耐火木造

技術活用のポイントと事例
　　　・木材の普及をめざして、建物見学と質

疑応答
定員　80名（定員に達し次第締切）
受講料　会員3,500円　一般5,500円
　　　　学生1,000円

平成27年度 文化庁文化芸術振興費補助
<一般公開>大阪の別荘建築
朝陽館見学会
9/19、9/20　CPD2単位

6月に会員限定で実施しました朝陽館見学会
を9/19（土）と9/20（日）の2日間一般公開し
ます。阿倍野晴明通り北側に位置する朝陽館
は、明治40年、道修町で薬種業を営む小西久
兵衛（3世）によって作られた別荘です。又、別荘
としてだけでなく、政府の要人や皇族などの来
阪時の迎賓館として設計されています。
前回の参加者から、「大阪市内にまだ、こんな建
物が残っているなんて･･･」などの感想をいただ
きました。9/19（土）は、大阪芸術大学建築学
科山形政昭教授にご講演いただきます。
詳しくはホームページをご覧ください。
日程　①9/19（土）　13：00
　　　②9/19（土）　14：00
　　　③9/20（日）　13：00
　　　④9/20（日）　14：00
場所　朝陽館（大阪市阿倍野区橋本町6-16）
講師　山形政昭（大阪芸術大学建築学科教授
　　　　　　　　9/19①②のみ）
募集　60名／2日（申込先着順）
参加費　会員・会員外共500円
　　　　（対象：中学生以上）

平成27年度 文化庁文化芸術振興費補助
登録文化財兒山家住宅での剪定
ワークショップ
9/23

江戸時代の豪農屋敷の様子を今につたえる登
録文化財兒山家住宅に、NPOグリーンカレッジ
大阪の眞柄秀則さんをお招きして、前半は剪定
と植栽 の基礎知識を学びます。
後半は鋏を持ち、垣根を中心に剪定の実習をし
ます。
古民家の植栽、作庭を知るともに、各自家庭に
もどってから、自宅庭の管理に生かせる剪定の
技術を学びます。

本会における既存建築物耐震診断
等評価業務

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の専門家で
構成する「建築物耐震評価委員会」を組織し、
平成26年1月より建築物耐震評価業務を実施
しております。
公立学校施設や沿道建築物などの耐震不適
格建築物について、申込者が検討した建築物
の耐震診断及び耐震補強計画について、専門
的観点のもとに審査・審議を行い、妥当であると
認める申込案件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けますのでどうぞご活用
ください。
（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築物 
　も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の10％割引があります。
詳細は、本会ホームページをご覧ください。

受講料全額補助（会員会場受付先着500名）
大阪府住宅省エネルギー設計技術
講習会
8/26〜28.1/26  

国土交通省が2020年までにすべての新築住
宅を対象に適合の義務付けを決定した新省エ
ネ基準に先がけて、設計者に省エネ技術の習
得をしていただく講習会です。
※建築士会会員は会場受付先着 500 名の

受講料を本会が全額補助します。
日程　下記の日程で9回実施します。　
　　　8/26・9/2・10/16・10/27・11/20・
　　　12/2・12/15・1/15・ 1/26
時間　9：45〜16：45（各回共）  
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
　　　大阪市中央区和泉町2-1-11
定員　各回120名
受講料　会員　本会が補助
　　　　会員外1,000円（テキスト代含）
申込　専用のWEBからお申込みください。
　　　　省エネ講習会　検索

大阪府知事指定講習
平成27年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《一般診断法講習会》
9/8・12/8・2/9　CPD5単位

本講習会修了者は、大阪府及び府内市町村
の木造住宅耐震診断等の補助を受けるこ

とができる技術者として名簿に掲載します。
（本講習は、国土交通大臣登録講習ではあ
りません。耐震改修促進法により耐震診断
が義務付けられた建築物の耐震診断は、日
本建築防災協会が実施する登録講習を受
講修了する必要があります。）
日程　①9月8日（火）
　　　②12月8日（火）
　　　③平成28年2月9日（火）
時間　10：00〜15：50
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町4丁目」下車
定員　各150名（定員になり次第締切）
受講料　会員5,000円　会員外9,000円
テキスト代　7,200円（2012年改訂版木造住
　　　　　宅の耐震診断と補強方法）

一級建築士／設計製図 受験対策
講習会
模擬テストⅠ・Ⅱ・Ⅲ　9/12・9/19・9/26

試験合格だけではなく、実務に活用できる技術
指導を行います。通信講座もございますので、通
学のお時間がとれない方はぜひご検討ください。
■模擬テスト
本試験と同じ6時間半で製図していただいた図
面を講評、指導します。また、宿題課題の添削も
行います。
日時　Ⅰ：9/12（土）、Ⅱ：9/19（土）、
　　　Ⅲ：9/26（土）　9：00〜18：30
定員　【各回】40名（申込先着順）
受講料　【各回】会員14,000円、一般18,000円
会場　大阪府建築健保会館
最寄駅　地下鉄「谷町4丁目」下車
■【通信講座】模擬テスト
郵送で届く課題の製図を自宅で行いご返送くだ
さい。後日、添削のうえ返却いたします。
ご自宅への課題到着予定日
　Ⅰ：9/12（土）、Ⅱ：9/19（土）、Ⅲ：9/26（土）
定員　【各回】20名（申込先着順）
受講料　【各回】会員12,000円、一般15,000円

神戸ウオーカー
「日本最古の民家」「農村歌舞伎の
舞台」「竹中大工道具館」の見学
9/12　CPD4単位（予定）

日本最古の民家といわれる箱木千年家は鎌倉
時代後期のものと伝えられます。母屋と離れか
らなる谷間に建つ趣を実際に感じて頂きたいと
思います。
また近辺の農村歌舞伎の舞台も見学します。
最後に竹中大工道具館で大工道具の中・韓・
日の流れを見ていきます。
日時　9月12日（土）　9：00〜
　　　※時間が予告から変更になりました。
集合　JR三宮西口
参加費　1,800円
　　　　（ただし昼食代・交通費は自費です。）

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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 7/28 近畿建築士会協議会女性部会会議
 7/29 箕面市副市長面談
  池田市長面談
 7/30 在阪建築 4 団体会長会議
 8/ 4 第 1 回ヘリテージ協議会　
 8/ 5 豊中市長面談
 8/11 建築士会インスペクター養成
  講座挨拶・新聞記者会見
 8/24 吹田市長面談　
  大阪府 竹内副知事、岩田総務 
  部長、中野財務部長面談

左：竹内副知事
右：岡本会長

大阪府の竹内廣行新副知事は 7 月 24 日に着任され、
建築・土木等の部局を担当されています。

3 月 24 日に会長指名による 11 名の委員
で構成する第 1 回標記委員会を開催し、
6 月 30 日の第 4 回において、会長への
答申書案をまとめるに至りました。
答申書案は、対外向けと組織内向けビ
ジョンの 2 種を骨子に構成しています。
対外向けは「建築士会の認知度を高め、
建築士及び府民・学生並びに社会に対し
て存在感を示す」とし、組織内向けは「全
会員参加型の活動体制を目指して、事業
活性化と会員増強を図る」としています。
特に対外向けは、実践活動の他に『建築
からソーシャルデザインへ』～多様な人
材と絆で社会に貢献～としたビジョンを

掲げ、組織内向けではビジョン達成を図
る具体的な取り組み内容を示しました。
答申書等の詳細は、会長答申及び理事会
承認を経て、あらためて本誌面上でご報
告いたします。

8 月 27 日、本会は大阪府との判定士派
遣協定に基づき、国土交通省及び全都道
府県等で構成される全国協議会と共同し
て、被災建築物応急危険度判定士の連絡
訓練を実施しました。
今回の連絡訓練は、Eメール及び携帯電
話等による、本会会員判定士の連絡網が
有効に機能するか、又、近畿圏外の遠方
での判定士活動の要請が本会にあった場
合、どの程度の人数の本会判定士が参加
していただけるのかを把握するものです。
今回の連絡訓練では、マグニチュード 8,7
の日本海沖連動地震により秋田県が被災
したと想定し、現地で連続 3 日間の判定
活動が可能な判定士を募りました。
連絡訓練の結果は、本会登録判定士 744
名に対して、想定被災地の秋田県まで参
集可能の回答をいただいた判定士は 247
名で、結果は大阪府へ報告しました。

全国に約 820 万戸あり、今後も増え続け
ると予測されている空家の対策として、
空家対策特別措置法が 5 月 26 日、全面
施行されました。法律では、倒壊の恐れ
や衛生上問題のある空家である「特定空
家」の所有者に対して、市町村が撤去や
修繕を勧告・命令できることになり、固
定資産税優遇の除外や 50 万円以下の過
料の罰則、強制撤去も可能となりました。
また市町村では、国の定めた空家の基本
指針に基づく「空家等対策計画」を定め、
その実施をつかさどる協議会を組織し、
都道府県は市町村に対し必要な援助を行
うこととされています。
現在、府内の多くの市町村では法律に基

づく対応を検討しており、いくつかの市
町村から本会に対して、空家等対策計画
の策定や協議会の運営等についての協力
要請が来ております。
本会では、建築に関するプロフェショナ
ル集団として、各地元市町村に居住する
本会会員を中心に行政を支援して行きた
いと考えております。
なお、本会における空家に対する取組み
は、「大阪の住まい活性化フォーラム」
の空家相談窓口を開設している他、今後、
中古住宅の流通を活性化させる取り組み
として、建築士会インスペクター養成講
座の修了建築士等により、空家を含む既
存住宅のインスペクション活動の強化を
図る予定です。

本年度が開催年度となっている大阪建築
コンクールの実施に向け、建築表彰委員
会において審査委員の選定、募集要項な
どの検討を行なっています。
また今年度は、昭和 29 年に第 1 回を開
催して以来、第 60 回の節目の年であり、
記念イベントの開催も含めて準備を進め
ております。募集対象は住宅を含む建築
作品で、12 月号の建築人に募集の詳細
を掲載する予定をしておりますので、多
くの作品のご応募をお願いします。

女性分科会が担当する「安心・安全・安
らぎの家」の改訂版編集等について、平
成 27 年度（公財）建築技術教育普及セ
ンター普及事業助成の 100 万円の採択を
受け、現在、編集会議を重ねています。
同冊子は高齢者の住まいに関する配慮事
項をわかりやすく伝えるためのもので、
2000 年の初版から数えて 4 版目になる
今回は、時代の流れに合わせて内容を見
直すと同時に、ハードとソフトの両面か
ら、高齢者の暮らしを支える要素を盛り
込みたいと考えており、今年度中の出版
を目指しています。

動静レポート

会長動静（抜粋）

ビジョン検討委員会の進捗

運営委員会

応急危険度判定士連絡訓練の実施報告

社会貢献委員会

「空家対策特別措置法」施行に伴う　
本会の対応

社会貢献委員会

第60回大阪建築コンクール開催の準備

建築表彰委員会

「安心・安全・安らぎの家」改訂版の編集

事業委員会

小南池田市長

後藤吹田市長

伊藤箕面副市長

淺利豊中市長

お詫びと訂正
8 月号「動静レポート」の写真キャプションに誤りがありました。
お詫び申し上げますとともに、以下の通り訂正申し上げます。
左上：大阪府／堤部長　左下：大阪市／川田局長　右上：大阪市／國松局長
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第 3 部は佐賀弥章氏により、既存住宅現
況検査報告書の作成、チェックシートの
記入についての解説で講習は終了し、最
後に修了考査が行なわれました。
講座を受講して、インスペクターとして
経験を積みながら誠実に取り組み、客観
的に公正な業務を行わなければならない
と感じました。
次回の講座は 10 月 20 日（火）に行われ
ます。

住宅

敷地内の工作物等
（門、塀、擁壁等）

対象・範囲

第 1 部は講師の田中克之氏より、中古住
宅売買時等で行なわれる目視を中心とし
た一次インスペクションである既存住宅
の現況検査について解説がありました。
国交省のガイドラインは、検査サービス
の提供に際しての留意事項等についての
指針を示すことを目的としており、現況
検査の業務委託時の契約や、記録結果報
告書の作成等について示していす。
また講師から、インスペクターは関係法
令の遵守、客観性、中立性、守秘義務等
の職業倫理に特に留意する必要性がある
ことの説明がありました。
続いて住宅保証機構㈱の中西輝氏より、
長期優良住宅における現況検査及び、ま
もりすまい延長保険における現況検査の
位置づけ等の説明がありました。
第 2 部は中村英人氏により、具体的なイ
ンスペクションの方法についてテキスト
の写真を交えながら構造耐力上主要な部
分、基礎、内部、外部、設備の劣化事象
の有無の確認についての解説がありました。

本会が文化庁の補助金を活用して「ヘリ
テージマネージャー育成講座」を開始し
て 3 年目になります。
育成講座に合わせ、昨年から本会主催で
登録文化財の公開事業も行っており、昨
年度は、兒山家、吉田家、寺西家、奥田家、
寺田家、南川家、名加家の 7 件の登録文
化財で延 20 日間にわたり、建物公開だ
けでなく、改修工事の現場見学会、花展
や陶芸展などに加え、落語会、コンサー
ト等文化・芸術に関する講演会など多種・
多彩なイベントが開催されました。
日本の伝統的文化を継承するため登録文
化財を活用することが求められています
が、活用するためには、事前に企画や計
画などのスタッフが必要で、当日も設営
後片付け、受付や司会なども必要です。

8 月 11 日（火）に「建築士会インスペ
クター養成講座」が、全国 47 建築士会
に先駆け、大阪において本会の主催で開
催しました。
総務省の発表では、空き家が 820 万戸と、
5 年前に比べて 63 万戸も増加し、空き
家率は過去最大となったと報道され、イ
ンスペクション（住宅診断）を行うこと
により、中古住宅の流通を活性化させ、
適切な維持管理とリフォームによる住宅
の質の向上を図ることで、空き家の有効
な利用を考え、空き家の減少も期待でき、
防犯、防災にも繋がることが期待されます。
今回の養成講座の対象は、国交省のガイ
ドラインにおける「既存住宅に係る一次
的なインスペクション＝既存住宅現況調
査」であり、依頼者の希望により、二次
インスペクション、性能向上インスペク
ションへと発展していきます。
開会に先立ち、大阪府の三崎信顕都市居
住課課長と本会の岡本森廣会長の開会挨
拶があり講座が始まりました。

Topics

また、スタッフ以外にも PR 費用や事務
経費がかかるため、登録文化財のなかで
も継続的に事業が出来ているのは少なく

「保存会」等のボランティア組織がある
場合などに限られています。
そのため文化庁が「我が国の『たから』
である地域の多様で豊かな文化遺産を活
用した伝統芸能・伝統行事の公開・後継
者育成、古典に親しむ活動など、各地域
の実情に応じた特色ある総合的な取り組
みに対して」補助金が交付されています。
そのお陰で公開事業の参加者からは、「建
物を見て昔の人の知恵を学んだ」「若い
人が、庭のあるのが落ち着く」「音楽会
などでは劇場とは違った温かみのある音
楽を身近で楽しめた」など非常に喜ばれ
ています。

地域で文化財を公開し、事業を行うこと
によって、地域で文化財がまちづくりの
核になっていけると感じました。そのた
めには、まちづくりに係わる建築士の役
割が重要だと思いました。
今年度も昨年に引き続き「ヘリテージマ
ネージャー育成講座」をはじめガイド
マップの作成や登録文化財等の文化遺産
において伝統芸能等の公開事業がさらに
充実され、また、船場地区に多く来られ
る観光客向けに近代建築の英語版パンフ
レットの作成も行います。

講習風景

落語会風景

建築士会インスペクター養成講座に参加して
期間：平成 27 年 8 月 11 日（火）　受講者 109 名

中島　薫（理事）

文化遺産での伝統芸能等多彩なイベントを含む公開事業
期間：平成 27 年度

寺西興一（ヘリテージ分科会委員）

お詫びと訂正
8 月号「Topics」タイトルに誤りがありました。
お詫び申し上げますとともに、以下の通り訂正申し上げます。
誤：改正建築基準法及び改正士法の解説講習会　正：「中之島フェスティバルタワー」建築技術講習会
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は
、
最

初
に
ま
ち
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
定
め
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
を
基
に
土
地
建
物
所
有
者
の
負
担
が

大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
に
最
小
限
の
規
定
に
留

め
な
が
ら
外
壁
や
舗
装
材
の
色
彩
、
外
構
の
デ

ザ
イ
ン
な
ど
の
指
標
を
定
め
て
お
り
ま
す
。

　

色
彩
に
つ
い
て
は
、
地
区
ご
と
に
組
合
の
意

向
で
規
定
の
方
法
が
違
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
外
壁
タ
イ
ル
の
色
を
規
定
し
て
い
る
地
区
も

あ
れ
ば
、
マ
ン
セ
ル
表
色
系
で
色
彩
の
範
囲
を

規
定
し
て
い
る
地
区
も
あ
り
ま
す
。

　

エ
ア
コ
ン
室
外
機
の
カ
バ
ー
や
共
同
住
宅
の

ご
み
置
き
場
な
ど
、
ま
ち
な
み
の
中
で
目
立
つ

部
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
形
状
や
設
置
方
法
を
規

定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
様
な
、
設
計
作
業
の
中

で
見
落
と
し
て
し
ま
い
が
ち
な
個
所
に
つ
い
て

も
、
景
観
デ
ザ
イ
ン
を
統
一
す
る
た
め
に
配
慮

し
て
お
り
ま
す
。

　

強
制
力
が
な
い
中
で
、
建
物
を
建
築
す
る
方

に
協
力
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
コ
ス
ト
が
負
担

に
な
ら
ず
統
一
し
や
す
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作

る
こ
と
は
難
し
い
作
業
で
す
が
、
組
合
の
方
々

が
う
ま
く
調
整
し
完
成
に
導
い
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
基
本
的
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
適
合

し
て
い
る
か
否
か
の
審
査
は
組
合
で
行
っ
て
お

り
、
土
地
建
物
所
有
者
の
皆
様
に
は
可
能
な
限

り
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

４
．公
民
協
働
に
よ
る
景
観
づ
く
り

　

住
宅
市
街
地
総
合
整
備
事
業
を
実
施
す
る
地

区
に
お
い
て
整
備
さ
れ
る
公
園
は
、
災
害
時
の

一
時
的
な
避
難
地
と
し
て
の
空
地
や
耐
震
性
防

火
水
槽
の
設
置
が
主
な
目
的
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。し
か
し
な
が
ら
、公
園
だ
け
で
は
な
く
道
路
、

民
間
住
宅
の
建
て
替
え
も
同
時
に
実
施
さ
れ
る

事
業
で
あ
る
た
め
、
周
囲
の
景
観
に
配
慮
し
た

設
計
を
行
う
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
言
え
ま
す
。

　

本
町
地
区
に
整
備
し
ま
し
た
本
町
広
場
︵
※

③
︶
で
は
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
合
わ
せ
な
が
ら
、

敷
地
が
自
治
会
館
に
隣
接
し
て
い
る
た
め
、
自

治
会
と
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

避
難
地
と
し
て
の
空
地
や
耐
震
性
防
火
水
槽

の
設
置
と
い
う
目
的
を
満
た
し
な
が
ら
、
自
治

会
の
要
望
で
あ
る
、
自
治
会
館
と
の
一
体
性
、

住
民
が
集
う
空
間
を
円
形
の
広
場
で
表
現
し
て

お
り
ま
す
。

　

園
内
照
明
器
具
、
看
板
な
ど
は
、
色
彩
と
デ

ザ
イ
ン
を
道
路
街
灯
と
合
わ
せ
て
、
ま
ち
の

一
体
感
を
向
上
さ
せ
て
お
り
ま
す
。
舗
装
材
及

び
共
同
住
宅
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
も
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
定
め
て
い
る
ア
ー
ス
カ
ラ
ー
の
イ
ン

タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
を
採
用
し
て
い
る
た
め
、
広

場
が
ま
ち
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
る
よ
う
な
雰

囲
気
を
つ
く
り
だ
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
地
区
で
は
、
公
園
以
外
に
道
路
、
自
治
会

館
、
共
同
住
宅
、
戸
建
住
宅
が
全
て
完
成
し
て

い
ま
す
。
住
宅
だ
け
で
は
な
く
、
道
路
公
園
な

連
載 

第
十
三
回　

門
真
市
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ど
の
公
共
施
設
も
景
観
デ
ザ
イ
ン
を
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
ま
ち
全
体
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

５
．門
真
市
木
造
賃
貸
住
宅
等
建
替
事
業
助
成
金

　

住
宅
市
街
地
総
合
整
備
事
業
を
実
施
す
る
地

区
で
は
、
木
造
の
文
化
住
宅
な
ど
が
多
く
建
ち

並
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
木
造
賃
貸
住
宅
は

昭
和
三
〇
年
代
後
半
か
ら
昭
和
四
〇
年
代
前
半

に
か
け
て
建
築
さ
れ
、
老
朽
化
が
著
し
く
空
家

も
増
加
し
て
い
ま
す
。ま
た
密
集
市
街
地
で
は
、

道
路
が
狭
小
で
あ
る
た
め
消
防
車
な
ど
緊
急
車

両
が
通
行
し
に
く
く
、
容
易
に
火
災
が
拡
大
し

て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
木
造
賃
貸
住
宅
の
耐
火
建
築
物

へ
の
建
て
替
え
を
支
援
す
る
門
真
市
木
造
賃
貸

住
宅
等
建
替
事
業
助
成
金
交
付
要
綱
を
制
定
し

ま
し
た
。
耐
火
建
築
物
へ
の
建
て
替
え
を
促
進

し
、
密
集
市
街
地
の
快
適
な
住
環
境
の
整
備
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

災
害
に
強
い
良
質
な
ス
ト
ッ
ク
を
残
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
助
成
金
を
受
け
る
た
め
の
要

件
と
し
て
、
新
し
く
建
築
す
る
共
同
住
宅
の
仕

様
、
規
模
や
、
各
戸
の
面
積
を
規
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
複
数
の
申
請
者
が
建
物
デ
ザ
イ
ン

を
協
調
さ
せ
て
建
築
を
行
っ
た
場
合
は
、
助
成

金
対
象
項
目
の
範
囲
を
広
げ
る
規
定
も
設
け
て

お
り
ま
す
︵
※
④
︶。

　

こ
こ
で
も
ま
た
、
建
物
デ
ザ
イ
ン
の
協
調
の

指
標
と
し
て
景
観
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

使
用
し
て
お
り
ま
す
。
災
害
に
強
い
だ
け
で
は

な
く
、
景
観
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
共
同
住
宅

を
多
く
残
す
事
で
魅
力
的
な
ま
ち
を
つ
く
る
と

い
う
狙
い
を
こ
の
助
成
金
制
度
に
反
映
さ
せ
て

お
り
ま
す
。
門
真
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
。

６
．建
築
士
の
方
へ
の
期
待

　

公
園
道
路
な
ど
の
公
共
施
設
は
市
が
整
備
を

行
い
ま
す
が
、
住
宅
な
ど
の
建
物
は
土
地
所
有

者
の
方
が
建
築
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
般

的
に
は
、
そ
の
土
地
所
有
者
の
意
向
を
受
け
た

建
築
士
の
方
が
住
宅
な
ど
の
建
物
を
設
計
し
工

事
監
理
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
組
合

と
門
真
市
の
景
観
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
の
取
り

組
み
を
建
築
士
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

は
、
と
て
も
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今

回
、
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
お
伝
え
す
る

機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
大
変
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　

門
真
市
木
造
賃
貸
住
宅
等
建
替
事
業
助
成
金

の
申
請
を
土
地
建
物
所
有
者
の
方
が
さ
れ
る
際

は
、
大
半
が
委
任
を
受
け
た
建
築
士
の
方
が
市

勝
連
　
賢
介 （
か
つ
ら  

け
ん
す
け
）

　
門
真
市
ま
ち
づ
く
り
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　
主
任

一
九
七
八
年
　
大
阪
市
生
ま
れ

二
〇
〇
三
年
　
立
命
館
大
学
大
学
院
　
理
工
学
研
究
科
修
了

二
〇
〇
七
年
　
門
真
市
入
庁

の
窓
口
に
来
ら
れ
ま
す
。
建
築
士
の
方
は
、
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
で
あ
る
土
地
所
有
者
の
方
の
予
算

な
ど
各
種
要
望
を
聞
き
入
れ
な
が
ら
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
整
合
性
が
と
れ

る
よ
う
努
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

景
観
の
形
成
は
土
地
建
物
所
有
者
と
門
真
市

の
取
り
組
み
だ
け
で
は
成
し
え
ま
せ
ん
。
建
物

を
設
計
す
る
建
築
士
の
方
の
力
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
今
後
も
、
土
地
建
物
所
有
者
や
市
町
村

が
実
施
す
る
景
観
デ
ザ
イ
ン
へ
の
取
り
組
み
に

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
し
て
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を
積
極
的
に

景
観
デ
ザ
イ
ン
統
一
に
導
く
推
進
力
と
し
て
、

ま
た
、
魅
力
的
な
建
物
と
ま
ち
な
み
を
つ
く
っ

て
い
た
だ
く
原
動
力
と
し
て
、
活
躍
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

※① 門真市北部地区と主な事業完了地区

石原東・大倉西地区 事業後※② 石原東・大倉西地区 事業前

※③ 本町広場

※④ 本町地区 共同住宅

門真市
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Gallery 建築作品紹介

2007 年に開設したポートアイランドキャンパスのⅡ期工事。有瀬キャ
ンパスより本部を移転し、新キャンパスはひとたび完成を迎えた。
新たに開設された現代社会学部、グローバルコミュニケーション学部の
授業形態に沿ったラーニングスペースや、様々なタイプのコモンスペー
スを建物の核となるコミュニケションモールに面して配置した。
建屋内に体育館やトレーニングルーム、ピザ釜のあるトラットリア、フー
ドコートスタイルの学食、ブックカフェ、パウダーコーナーの充実した
トイレなど、アメニティの充実した施設を整備した。

所 在 地：神戸市中央区
用　　途：大学
竣　　工：2015.03
構造規模：RC/SRC/S造
　　　　　4 階
敷地面積：141,518.49㎡
建築面積：6,826.74㎡
延床面積：19,455.33㎡
写　　真：河合止揚、
　　　　　SS 大阪

設計：日建設計
施工：戸田建設
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Gallery 建築作品紹介 神戸学院大学ポートアイランドキャンパスⅡ期（D号館）
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連
載
　
建
築
の
射
程
第
30
回

シニアボランティアから世代をつなぐ居住文化体験プログラムの実践
−大阪くらしの今昔館の町並み展示を活用したアクティブラーニング

服部　麻衣
1981 年島根県生まれ。2006 年京都市立芸術大学芸術学専攻修士課程修了。美術高校講師を経て 2008 年より現在まで大阪くらしの今昔館学芸
員として、教育普及活動に携わる。情報社会の中で誰もが「実感」できるプログラムを企画中。

大阪くらしの今昔館が、2008 年度の日本建築学会賞（業績）に引き続き、2015 年度の日本建築学会賞（教
育貢献）を受賞されました。今回の授賞理由となった「多様な来館者に対する居住文化に関わる独創的な
アクティブラーニングのプログラム開発とその実施」について学芸員の服部麻衣さんにご紹介いただきました。

題
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
核
家

族
化
が
進
み
、
質

問
を
す
る
相
手
が

身
近
に
い
な
い
と

い
う
子
ど
も
も
少

な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、

実
際
﹁
昔
の
く
ら

し
﹂
を
体
験
し
て
き
た
町
家
衆
の
存
在
は
重
要

な
も
の
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
今
昔
館
で
は
、

触
る
こ
と
の
で
き
る
実
物
が
再
現
さ
れ
た
江

戸
時
代
の
居
住
空
間
に
置
か
れ
て
お
り
、
町
家

衆
の
体
験
に
基
づ
い
た
説
明
お
よ
び
実
演
を

提
供
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
他
の
博
物
館
に
は

な
い
大
き
な
特
長
で
あ
り
、
毎
年
多
く
の
小
学

生
が
来
館
す
る
理
由
に
な
っ
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

世
代
を
超
え
て
つ
な
ぐ

　

今
昔
館
は
、
ま
ち
な
み
展
示
を
活
用
し
て
、

こ
れ
ま
で﹁
居
住
文
化
﹂﹁
匠
の
技
﹂﹁
意デ

ザ
イ
ン匠
﹂﹁
年

中
行
事
﹂
な
ど
切
り
口
か
ら
、
多
様
な
来
館
者

に
合
わ
せ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
町
家
衆
が
発
案
・
実

施
す
る
も
の
と
、
大
学
と
今
昔
館
学
芸
員
が
連

携
し
て
企
画
し
、
町
家
衆
の
助
力
を
得
て
実
施

す
る
も
の
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

町
家
衆
発
案
・
実
施
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
先
述

し
た
着
物
体
験
以
外
に
も
多
数
あ
り
ま
す
。
展

示
室
を
解
説
し
て
歩
く
﹁
町
家
ツ
ア
ー
﹂
や
お

じ
ゃ
み
、
折
紙
、
お
面
作
り
な
ど
の
﹁
も
の
づ

く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹂
は
幅
広
い
来
館
者
に

人
気
で
長
年
続
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
短
時
間

で
気
軽
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
も
人
気

の
一
因
だ
と
思
い
ま
す
。一
方
、大
学
・
学
芸
員
・

町
家
衆
と
の
連
携
で
行
う﹁
商あ

き
ん
ど人
体
験
﹂
や﹁
昔

の
く
ら
し
と
住
ま
い
一
日
た
い
け
ん
﹂な
ど
は
、

　

こ
の
度
、
大
阪
市
立
住
ま
い
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
︵
愛
称
：
大
阪
く
ら
し
の
今
昔
館
︶
を
舞
台

に
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
、
当
館
館
長
の
谷
直

樹
を
は
じ
め
、
大
阪
教
育
大
学
教
授
の
碓
田
智

子
、
当
館
学
芸
員
の
服
部
麻
衣
、
そ
し
て
当
館

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
﹁
町
家
衆
﹂
が
二
〇
一
五
年

度
の
日
本
建
築
学
会
教
育
賞
︵
教
育
貢
献
︶
を

受
賞
い
た
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
か
ら
現
在

ま
で
の
大
阪
の
居
住
文
化
に
つ
い
て
、
楽
し

く
、
深
く
来
館
者
に
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
今

昔
館
で
継
続
的
に
開
発
と
実
践
が
行
わ
れ
て
き

た
﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
︵
能
動
的
学

習
︶
に
よ
る
居
住
文
化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂
を

評
価
さ
れ
て
の
受
賞
で
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
つ
い
て
特
筆
す
べ
き
は
、
学
芸
員
や
大
学
関

係
者
に
加
え
、
シ
ニ
ア
層
を
中
心
と
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
﹁
町
家
衆
﹂
二
〇
〇
名
︵
二
〇
一
五

年
現
在
︶の
創
意
工
夫
に
満
ち
た
活
動
に
よ
り
、

今
昔
館
の
常
設
展
示
が
進
化
し
続
け
て
い
る
点

で
す
。
本
稿
で
は
、
常
設
展
示
の
運
営
に
つ
い

て
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
昔
館
人
気
の
理
由

　

今
昔
館
は
、
住
ま
い
の
歴
史
と
文
化
の
専
門

博
物
館
と
し
て
二
〇
〇
一
年
に
開
館
し
ま
し

た
。
今
昔
館
の
展
示
は
、
学
術
的
考
証
に
基
づ

き
復
元
さ
れ
た
﹁
体
感
で
き
る
江
戸
時
代
の
町

な
み
﹂
を
中
心
と
し
た
、
江
戸
時
代
か
ら
近
代

ま
で
の
大
阪
に
関
す
る
常
設
展
示
、
そ
し
て
年

五
回
以
上
開
催
さ
れ
る
企
画
展
示
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

開
館
時
に
は
年
間
一
五
万
人
程
度
で
あ
っ
た

入
館
者
数
が
、
二
〇
一
三
年
度
に
は
約
二
六
万

人
、
そ
し
て
二
〇
一
四
年
度
に
は
約
三
五
万
人

と
増
加
傾
向
に
あ
り
、
二
〇
一
四
年
一
二
月

に
は
累
計
二
五
〇
万
人
に
達
し
ま
し
た
。
近

年
、
海
外
か
ら
の
来
館
者
が
急
増
し
て
お
り
、

二
五
〇
万
人
目
の
来
館
者
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
訪
れ
た
一
六
人
家
族
の
一
人

で
あ
っ
た
こ
と
が
象
徴
的
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

海
外
か
ら
の
来
館
者
に
特
に
人
気
が
あ
る
の

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
町
家
衆
発
案
の
着
物
体
験

で
す
。
着
物
を
着
て
ま
ち
な
み
展
示
を
歩
く
こ

と
で
、
日
本
の
伝
統
的
な
建
物
や
町
な
み
、
く

ら
し
を
よ
り
一
層
体
感
で
き
る
と
大
好
評
で

す
。
町
家
衆
は
、﹁
言
葉
は
通
じ
な
く
て
も
喜

び
が
伝
わ
り
、
や
り
が
い
が
あ
る
﹂と
、
日
々
着

付
け
の
み
な
ら
ず

着
物
の
手
入
れ
ま

で
担
っ
て
い
ま
す
。

海
外
の
方
々
か
ら

の
高
評
価
は
町
家

衆
な
く
し
て
は
成

り
立
ち
ま
せ
ん
。

昔
の
く
ら
し
を
学
ぶ
子
ど
も
た
ち

　

一
方
で
、
大
阪
近
隣
の
小
学
校
か
ら
の
団
体

見
学
を
開
館
当
初
か
ら
受
け
入
れ
続
け
て
い
ま

す
。
小
学
校
三
年
生
が
社
会
科﹁
昔
の
く
ら
し
﹂

の
学
習
の
た
め
に
訪
れ
る
の
が
定
番
で
、
年
間

平
均
三
八
〇
校
程
度
来
館
さ
れ
ま
す
。
そ
の
う

ち
約
二
五
〇
校
に
対
し
て
体
験
学
習
型
﹁
昔
の

く
ら
し
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂を
実
施
し
て
お
り
、

開
館
か
ら
二
〇
一
四
年
度
ま
で
参
加
校
は
延
べ

二
五
〇
〇
校
、
受
講
者
数
は
二
一
万
人
に
達
し

て
い
ま
す
。

　
﹁
昔
の
く
ら
し
﹂
は
、
児
童
の
父
母
や
祖
父

母
が
子
ど
も
の
こ
ろ
な
ど
、
身
近
な
人
々
の
昔

の
く
ら
し
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
く
ら
し
の

知
恵
や
工
夫
を
知
る
単
元
で
す
。
教
科
書
に
写

真
や
イ
ラ
ス
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
羽
釜
や
七

輪
の
実
物
を
当
館
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
授
業
の
よ
い
導
入
に
な
る
と
先
生
方
か
ら

は
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
単
元
で

は
﹁
昔
の
道
具
や
く
ら
し
に
つ
い
て
家
族
や
地

域
の
お
年
寄
り
に
聞
い
て
み
よ
う
﹂
と
い
う
課 写真 2　着物体験

写真 3　昔の暮らしを伝える町家衆
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ん
が
毎
日
学
校
に
も
っ
て
行
く
も
の
の
昔
の
形

で
す
。
な
ん
で
し
ょ
う
か
？
﹂と
た
ず
ね
る
と
、

な
ん
と
多
く
の
子
ど
も
が
﹁
防
犯
ブ
ザ
ー
﹂
を

連
想
す
る
の
で
す
。
大
人
世
代
が
子
ど
も
の
頃

に
は
決
し
て
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
発
想
で
、

祖
父
母
世
代
の
町
家
衆
が
唖
然
と
し
て
し
ま
う

こ
と
も
し
ば
し
ば

で
す
。
こ
の
よ
う

な
子
ど
も
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
変

遷
の
影
響
を
吸
収

す
る
た
め
、
よ
り

世
代
が
近
い
大
学

生
に
協
力
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
学
生
の
協
力
を
得
て
各
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
い
て
実
施
後
に
そ
の
内
容
・
効
果
を
検

証
し
、
研
究
報
告
と
し
て
ま
と
め
て
ノ
ウ
ハ
ウ

を
蓄
積
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
新
し

い
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
や
既
存
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
改
善
に
反
映
し
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ま
ち
な
み
展
示
と
い
う
ユ

ニ
ー
ク
な
常
設
展
示
物
を
中
心
に
、
学
芸
員
、

大
学
の
研
究
室
、
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
そ

れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
し
た
協
働
体
制
に
よ

り
、
今
昔
館
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
進
化
し
続
け
て

い
ま
す
。
一
般
に
博
物
館
で
運
営
に
力
を
注
が

れ
る
の
は
企
画
展
示
で
あ
り
、
当
館
の
よ
う
に

常
設
展
示
の
改
良
に
継
続
し
て
力
を
入
れ
る
の

は
珍
し
い
こ
と
で
す
。
そ
の
結
果
来
館
者
が
増

加
し
、
ま
た
教
育
賞
で
取
り
組
み
を
評
価
し
て

い
た
だ
け
た
こ
と
を
関
係
者
一
同
大
変
報
わ
れ

た
思
い
で
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
初
め
て
の
方

は
も
ち
ろ
ん
、
以
前
来
館
さ
れ
た
方
に
も
新
た

な
発
見
が
あ
る
よ
う
今
後
も
努
力
い
た
し
ま
す

の
で
、
皆
様
大
阪
く
ら
し
の
今
昔
館
に
ど
う
ぞ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

称
が
思
い
出
さ
れ

る
よ
う
で
す
。
こ

の
場
合
、﹁
そ
の

お
寿
司
屋
さ
ん
の

建
物
の
形
を
思
い

出
し
て
。
こ
の

蔵
と
似
て
い
る
で

し
ょ
？
﹂
と
い
う

よ
う
に
子
ど
も
た

ち
の
知
識
と
関
連

付
け
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

工
夫
が
求
め
ら
れ
る
理
由
は
も
う
一
つ
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
近
年
の
暮
ら
し
方
の
劇
的
な

変
化
に
よ
り
、
我
々
説
明
者
が
思
い
描
く
子
ど

も
の
生
活
が
実
際
と
異
な
る
場
合
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
筆
を
携
帯
す
る
道
具

で
あ
る
矢や

立た
て

に
つ
い
て
説
明
す
る
場
面
で
こ
ん

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
が
日
常
的
に

使
用
し
て
い
る﹁
筆
箱︵
鉛
筆
入
れ
︶﹂を
イ
メ
ー

ジ
し
て
も
ら
お
う
と
、
矢
立
を
見
せ
て
﹁
皆
さ

一
日
を
か
け
て
じ
っ
く
り
と
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。
学
習
指
導
案
や
教
材
を
準
備
す
る
こ
と

で
、
深
い
学
び
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
て

い
ま
す
。
大
学
生
と
町
家
衆
が
同
じ
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
関
わ
り
、
世
代
間
交
流
と
知
識
の
継
承
が

行
わ
れ
る
こ
と
も
特
徴
の
ひ
と
つ
で
、
大
学
生

た
ち
に
と
っ
て
も
学
習
の
場
と
言
え
ま
す
。

　

ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と

で
す
が
、
個
々
の
来
館
者
に
応
じ
て
説
明
を

工
夫
す
る
こ
と
は
と
て
も
大
事
で
す
。
そ
し

て
、
大
人
相
手
に
説
明
す
る
場
合
に
比
べ
、
子

ど
も
た
ち
に
説
明
す
る
場
合
は
昔
に
つ
い
て
の

知
識
が
少
な
い
た
め
、
よ
り
一
層
の
工
夫
が
説

明
者
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
大
人
を
相
手

に
﹁
蔵
﹂
に
つ
い
て
説
明
す
る
場
面
で
は
、
詳

し
い
使
用
法
は
知
ら
な
い
ま
で
も
、
蔵
が
貯
蔵

設
備
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
は
多
い
の

で
、
す
ぐ
に
蔵
の
耐
火
性
な
ど
機
能
の
説
明
を

行
い
ま
す
。
一
方
で
、子
ど
も
に
と
っ
て
﹁
蔵
﹂

と
い
う
単
語
は
有
名
寿
司
チ
ェ
ー
ン
店
の
名

写真 1　まちなみ展示

メニューと担い手

概念図 写真 4　昔の道具を学ぶ子どもたち

写真 5　矢立

3

今昔館の多彩な居住文化体験メニュ－と担い手

学芸企画
特別企画
プログラム

町家ツア－
町の解説

季節の風物詩・

生活文化体験

ものづくり文化

体験

小学生

中学生

高校・大学生

一　　般

高齢者

外国人

主な担い手 学芸員 町家衆（ボランティア）

今昔館の
初もうで

書初め・餅つき
ひな飾り
昔遊び

お彼岸の屋台

肝試し

南京玉すだれ

着物体験
（特に外国人）

おじゃみ

お面

和とじ本

からくり玩具

はたきづくり

など

（大阪のまちと

町家を学ぶ）

土・日曜日

定期開催

予約随時

でも対応

（特別企画）

子どもあきんど体験

大工体験 など

伝統工法（軸組模型体験）

落語

上方舞、狂言

お茶会など

留学生向け　
居住文化体験

昔のくらし体験学習

対象

今昔館の町並み展示で学ぶ居住文化は、「建築デザイン」「くらし」「社会」「技術」に関わるものです。
観覧者の対象別に多彩な居住文体験メニュ－を用意し、その多くを町家衆（ボランティア）が担って
います。
観覧者がボランティアと一緒に体験しながら学ぶ、アクティブラ－ニングが特色です。

今昔館の町並み展示の概念図

デザイン

技術

設計
意匠

匠の技

社
会

生
活
文
化

年
中
行
事

町
並
み

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

く
ら
し

今昔館の展示
「大坂町 丁目の
町家と町並み」
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建
築
相
談
～
建
築
の
保
存
・
活
用
を
考
え
る

建
物
保
存
活
動
を
通
し
て

編
・
構
成　

橋
本
頼
幸

　
﹁
古
く
な
っ
た
ら
建
て
替
え
る
。﹂我
が
国
で
は
当

然
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、古
く
な
っ
た
と

い
う
理
由
だ
け
で
建
て
替
え
る
こ
と
が
正
解
な
の
か
、

古
く
な
っ
た
ま
ま
使
う
方
法
は
な
い
の
か
、そ
ん
な
活

動
を
積
極
的
に
さ
れ
て
い
る
相
談
員
で
大
阪
府
ヘ
リ

テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
分
田
よ
し
こ
さ
ん
に
話
題
を

提
供
し
て
頂
き
ま
し
た
。

保
存
活
動
と
耐
震
評
価

　

古
い
か
ら
ア
カ
ン
と
思
っ
て
、ド
ン
ド
ン
古
い
建
物
が

な
く
な
り
ま
す
が
、そ
う
で
は
な
い
よ
！
と
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

建
物
保
存
活
動
を
す
る
中
で
、壁
に
な
る
の
が
耐

震
性
が
な
い
と
思
っ
て
施
主
が
利
活
用
を
諦
め
て
し

ま
う
こ
と
で
す
。古
い
だ
け
を
理
由
に
建
替
え
を
決

断
す
る
施
主
が
多
く
、施
工
業
者
も
膨
大
な
耐
震
補

強
費
を
見
積
も
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

母
校
、も
と
大
阪
市
立
精
華
小
学
校・幼
稚
園　

校
舎︵
昭
和
四
年
竣
工
︶の
保
存
活
用
の
活
動
を
し

て
い
ま
し
た
。建
物
は
解
体
さ
れ
ま
し
た
が
、現
在
も

な
お
活
動
継
続
中
で
す
。精
華
小
校
舎
設
計
者﹁
増

田
清
﹂が
設
計
し
た
、﹁
広
島
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス︵
旧
大
正

屋
呉
服
店
︶﹂は
広
島
原
爆
に
被
災
し
ま
し
た
が
、あ

の
原
爆
ド
ー
ム
の
前
で
立
派
に
現
存
し
て
い
ま
す
。ま

た
、大
阪
に
残
る
増
田
の
設
計
し
た
物
件
は
耐
震
補

強
不
要
の
診
断
結
果
を
受
け
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

建
物
の
設
計
基
準

　

戦
前
の
基
準︵
一
九
二
四
年
改
正
市
街
地
建
築
物

法
︶は
、戦
後
の
建
築
基
準
法
と
は
考
え
方
と
は
違

う
様
で
、例
え
ば
、高
速
化
す
る
た
め
に
軽
量
化
さ
れ

た
電
車
車
体
が
強
風
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
が
、蒸
気
機
関
車
の
時
代
に
は
そ
う
い
う
こ

と
が
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。そ
れ
と
同
じ
様
な
こ
と
が

建
築
構
造
に
も
あ
て
は
ま
り
、大
地
震
に
対
し
て
建

物
を
軽
量
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、精
華
小
校
舎
の
耐
震
診
断
評
価
で
は
、建
築

基
準
法
前
の
建
物
で
あ
る
の
で
、現
行
基
準
に
基
づ
い

て
、現
地
調
査
を
せ
ず
に
推
定
値
で
耐
震
診
断
し
、耐

震
性
が
基
準
に
達
し
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

建
物
の
有
効
活
用
の
た
め
に

　
こ
の
よ
う
に
発
注
者
の
意
識
の
違
い
に
よ
り
、ま
だ

ま
だ
使
え
る
建
物
で
も
解
体
さ
れ
て
無
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。使
い
続
け
た
い
と
思
わ
れ
る
発
注
者

は
、是
非
使
い
続
け
る
た
め
に
知
恵
の
あ
る
専
門
家
に

相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　

建
物
は＂
富
の
象
徴
＂と
し
て
建
て
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
、そ
の
保
存
に
関
し
て
は
無
関
心
な
方
も
多
い

で
す
。し
か
し
、建
築
は
街
並
み
を
つ
く
る
要
素
で
も

あ
り
、所
有
者
だ
け
で
な
く
市
民
が
そ
れ
を
享
受
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の
人
の
生
き
た
証
と
し
て
記

憶
に
留
ま
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、昔
の
記
憶
を

呼
び
起
こ
す
ア
イ
テ
ム
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ま

た
、街
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
観
光
業
に
寄
与
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

維
持
費
が
か
か
る
こ
と
で
存
続
を
断
念
も
さ
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。市
民
の
中
に
も
物
建
を
維
持
し

て
い
く
機
運
が
高
ま
り
、市
民
が
建
物
を
守
っ
て
い
く

仕
組
み
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

古
い
か
ら
解
体
す
る
、古
い
建
築
だ
か
ら
利
用
す

る
、そ
ん
な
単
純
な
話
で
は
な
く
、価
値
あ
る
も
の
、必

要
な
も
の
、大
切
に
し
た
い
も
の
を﹁
ま
ち
﹂と
い
う
概

念
の
中
で
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
の
か
、建
築
専
門

家
の
み
な
ら
ず
、所
有
者
も
、建
物
を
使
っ
た
人
も
、見

た
だ
け
の
人
も
、ま
だ
見
て
い
な
い
人
も
、ま
ち
全
体
で

考
え
て
い
け
る
よ
う
な
雰
囲
気
に
な
れ
ば
、ま
ち
は
お

も
し
ろ
く
な
り
ま
す
。前
向
き
な
建
築
相
談
が
増
え

れ
ば
建
築
士
の
活
躍
の
場
も
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

 

大
阪
ホ
ン
マ
も
ん
解
説

写
真　

田
籠
哲
也　

文　

牧
野
隆
義

　

水
都
大
阪
の
舞
台
と
も
言
え
る
土
佐
堀
川
の
川
辺
に
佇
む﹁
ル

ポ
ン
ド
シ
エ
ル
ビ
ル︵
大
林
組
旧
本
店
ビ
ル
︶﹂を
取
り
上
げ
た
い
。

　

建
物
は
、
大
正
一
二
年
︵
一
九
二
三
年
︶
に
発
生
し
た
関
東

大
震
災
の
壊
滅
的
な
打
撃
を
教
訓
と
し
て
、
耐
震
耐
火
性
能

に
優
れ
た
計
画
と
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
為
、
社

員
を
ア
メ
リ
カ
に
派
遣
し
、
当
時
の
最
新
の
建
築
技
術
及
び

工
法
の
導
入
に
力
を
注
い
だ
。

　

建
物
規
模
は
地
下
一
階・地
上
六
階
建
て
で
、構
造
は
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
。竣
工
は
震
災
後
の
大
正
一
五
年︵
一
九
二
六

年
︶。外
観
は
当
時
ア
メ
リ
カ
で
流
行
し
て
い
た
ス
パニッ
シ
ュ
ス
タ

イ
ル
の
影
響
を
感
じ
る
。外
壁
材
は
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
で
、腰
壁

部
分
に
は
竜
山
石
を
施
し
た
外
観
は
、装
飾
が
豪
華
で
あ
り
な

が
ら
実
に
機
能
的
で
質
実
剛
健
。嫌
味
な
く
美
し
く
整
理
さ
れ

た
開
口
部
が
街
並
み
に
落
ち
着
い
た
秩
序
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

戦
後
の
建
築
業
界
の
発
展
に
寄
与
し
た
が
、
昭
和
四
八
年

︵
一
九
七
三
年
︶
に
超
高
層
の
大
林
組
ビ
ル
が
完
成
し
一
旦
役

割
を
終
え
た
。
そ
の
後
、
内
装
を
改
装
し
辻
学
園
調
理
技

術
専
門
学
校
が
入
居
。
平
成
一
九
年
︵
二
〇
〇
七
年
︶
に
は

フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
﹁
ル
ポ
ン
ド
シ
エ
ル
﹂
に
生
ま
れ
変
わ
り
、

三
階
に
は
大
林
組
歴
史
資
料
館
が
設
置
さ
れ
、
自
由
に
見
学

す
る
こ
と
が
出
来
る
。
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監修　　公益社団法人大阪府建築士会

　　　　建築情報委員会

編集　　建築情報委員会『建築人』編集部

　　　　編集人代表　米井　寛

　　　　編集人　　　荒木公樹　　　飯田英二

　　　　　　　　　　河合哲夫　　　黒川祐樹

　　　　　　　　　　筑波幸一郎　　中江　哲

　　　　　　　　　　橋本頼幸　　　牧野隆義

　　　　事務局　　　山本茂樹　　　母倉政美

　　　　印刷　　　　中和印刷紙器株式会社

建
築
物
耐
震
評
価
業
務
の
ご
案
内

本
会
事
務
局

　

本
会
で
は
、「
建
築
物
耐
震
評
価
委
員
会
」

を
設
置
し
、
申
込
者
の
行
っ
た
耐
震
診
断
や

改
修
計
画
の
妥
当
性
を
判
定
す
る
評
価
業
務

を
行
っ
て
お
り
、︵
一
財
︶
日
本
建
築
防
災

協
会
の
「
全
国
耐
震
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
」

に
登
録
し
て
お
り
ま
す
。

　

建
築
物
耐
震
評
価
は
、
ぜ
ひ
本
会
に
お
申

込
下
さ
い
。

【
対
象
建
築
物
】

建
築
物
の
所
在
地
（
全
国
）、
公
共
・
民
間

の
別
、
規
模
、
構
造
種
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
本
会
会
員  

評
価
手
数
料
一
〇
％
割
引

安
価
な
評
価
手
数
料
の
設
定
を
し
て
お
り
、

本
会
会
員
は
、
一
〇
％
割
引
し
ま
す
。

※
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
審
査

可
能
な
限
り
短
期
間
で
評
価
書
を
発
行
で

き
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

【
実
績
事
例
】

・
某
ホ
テ
ル 

一
〇
階
建  

不
整
形  

Ｓ
Ｒ
Ｃ
三
万
八
千
㎡

　

耐
震
診
断（
三
次
診
断
）・
改
修
計
画
評
価

⇩

・
申
込
か
ら
委
員
会
評
価
修
了
ま
で
約
六
〇
日
間

【
学
識
委
員
】︵
敬
称
略
︶

大
野
義
照
︵
大
阪
大
学
名
誉
教
授
︶

坂　

壽
二
︵
大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
︶

倉
本　

洋
︵
大
阪
大
学
教
授
︶

土
井　

正
︵
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
准
教
授
︶

詳
細
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

【
問
合
・
申
込
】

公
益
社
団
法
人　

大
阪
府
建
築
士
会
事
務
局



■淡路瓦のお問い合わせ先
　淡路瓦工業組合
　兵庫県南あわじ市湊 134
　Tel.0799-38-0570　Fax.0799-37-2030
　　info@a-kawara.jp
　　http://www.a-kawara.jp/

『若人の広場』
近畿セラミックス株式会社

http://www.kincera.net/

取材・写真：中間伸和／建築情報委員会委員

　400 年の歴史を持つ淡路瓦は、「淡路瓦
イズム」を通し、これからの時代に社会が
必要とする瓦づくりに挑戦しようと考えて
います。今年も淡路瓦イズムを実践してい
る会社を紹介しています。
　今回は、淡路瓦のイメージを刷新するシ
ンプルでフルフラットなフォルムの平板瓦

「Ai ストレート」を開発・販売している近
畿セラミックス株式会社です。

　1967 年、淡路島の南西端、鳴門海峡を
眼下にする地に、先の大戦で動員され命を
落とした男女学徒を追悼する施設「戦没学
徒記念若人の広場」が造られ、その先端に
は、天空に鋭角に尖った 25m の高さの記
念塔が建てられました。設計は丹下健三氏
です。
　その後、阪神大震災の影響等により長ら
く閉鎖されていましたが、再開を望む声が
大きくなり、都市公園として再整備の設計
が丹下都市建築設計によりなされ、2015
年 3 月に完成、開園されました。その公
園の入口部分に新たに建てられたトイレ棟
に、平板瓦「Ai ストレート」が使用され
ています。

　「屋根はシンプルな切妻に見えますが、
軒先よりも棟に向かって僅かにせり出して
おり、これが建物を若干大きく見せる効果
を出しています。この部分は平瓦を斜めに
カットし、役物としてケラバ用袖瓦を使用
することによってきれいに納められまし
た。また、同時に太陽光発電も取り入れた
いということで、「Ai ストレート」の中に
溶け込む瓦一体型太陽電池「VISOLA」

（by KANEKA）も組み込まれています。
前面にある目隠しの衝立壁には、同じく淡
路瓦で穴の開いた壁瓦（IBUSI BLOCK　

（株）タツミ）も使用されました。」と説明
して頂いたのは近畿セラミックス株式会社
の中井一人営業部長。
　その結果、瓦をふんだんに使いながらも、
公園全体のイメージと調和したすっきりと
したモダンな建物になっています。

　一年一年売れ行きが伸び続け、これから
の新たな瓦へとなってきているフルフラッ
ト瓦。この瓦は今まで各メーカーで互換性
がありませんでした。そこで今年、国が主
導している長期使用対応部材（cjk 部材）
の基準適合を新たに取得しました。それに
より、他メーカーとも基準を揃えています
ので、将来吹き替えや一部交換が必要に
なった時に問題になることも無くなり、長
期に安心できる瓦になりました。

　今までの淡路瓦の概念を超えた瓦ですの
で、新たな発想、かつてない場所への使い
方も広がっていきます。興味をもたれた方
はぜひ問い合わせをしてみてください。
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八千代の家　川添純一郎建築設計事務所

　敷地は、兵庫県の播磨地方、山間の小さな集落の中にあります。
　ご夫婦、お子様の 5 人のお住まいです。
　平屋である事、プライバシーを確保する事、家の中心に自由に
使える図書室の様な場所を設ける事を希望されていました。
　建築の構成は、まず用途ごとに分けた、4つの囲まれた空間（ボッ
クス）を設定しています。
　ボックスにラップするように屋根を掛け、更に室内外を分割して
います。
　ボックスの内側にはそれぞれ、室内空間と庭の外部空間があり、
室内外が一体となった空間です。
　ボックスの中からは、屋根と壁に切り取られた空や山々の風景
が見えます。隣家や道からボックス内を伺う事は出来ず、また、ボッ
クス内にはプライバシーが守られた落ち着いた空間があります。
　外部と異なる時間の流れがあるかのような空間です。
　家の中心付近に、4 つのボックスの隙間にできたフリーな空間
があります。
　その空間を家族で使う図書スペースとしています。各ボックスか
ら自由に出入りする事が出来、ボックスの閉じられた空間と対比を
なしています。
　閉じる部分、開く部分を用途に合せて配置し、それぞれに特徴
の有る空間が出来上ります。
　変化を感じ、日々の生活を楽しむ事が出来る家をデザインしました。

撮影：Stirling Elmendorf　第7回建築人賞受賞作品

■プロフィール
川添純一郎
1967年 長崎県生まれ
1991年 九州大学工学部建築学科卒業
2000年 川添純一郎建築設計事務所設

立、現在に至る

■建物データ
設　　計：川添純一郎建築設計事務所
施　　工：ビームス コンストラクション
所 在 地：兵庫県多可郡多可町八千代区仕出原
用　　途：専用住宅
構造規模：木造　平屋
敷地面積：449.97㎡
建築面積：109.30㎡
延床面積：108.59㎡


